2013年度大学院生の学会発表報告
● スポーツ分野

１．球の打撃における打ち分け技術に関するバイオメカニクス的研究
栗原睦也（大東文化大学大学院）、川本竜史（大東文化大学）
第26回日本トレーニング科学会大会
２．異なるグラウンドサーフェイスが男子ジュニアユース選手のスキルに及ぼす影響

○大島　廣一，西牧　孝章，近藤　圭輔，大橋　二郎（大東文化大学スポーツ・
健康科学研究科）
第11回日本フットボール学会
３．ランニングアディクションと精神的健康度の関連．その３～性差および属性に着目して～
近藤圭輔(大東文化大学大学院)，遠藤俊郎，田中博史，横矢勇一(大東文化大学)，
月野功大(大東文化大学研究生)，榎戸慎(大東文化大学大学院)，野口将秀(京都大学大学院)
 　 第64回日本体育学会
４．階段駆け上がり動作を用いた間欠的運動によるトレーニング効果について
○池田裕一(大東文化大学大学院)、鶴岡健一(大東文化大学)、宮城　修（大東文化大学）
第11回日本フットボール学会
５．サッカーのボールコントロールにおける初級者と上級者との違い〜女子選手を対象として〜
森谷志織(大東文化大学院) 川本竜史(大東文化大学) 若山章信(東京女子体育大学)

 　第11回日本フットボール学会
６．ランニングアディクションと精神的健康度の関連性 その２―2012年第1回富士山マラソン
参加者を対象として―
榎戸　慎（大東文化大学大学院）、遠藤　俊郎、田中　博史、横矢　勇一（大東文化大学）、
月野　功大（大東文化大学研究生）、近藤　圭輔（大東文化大学大学院）、
野口　将秀（京都大学大学院）
 第64回日本体育学会
7. 男子やり投げ選手の投てきパフォーマンスに対する助走の貢献
稲垣裕太（大東文化大学大学院）、川本竜史（大東文化大学）
  第26回　日本トレーニング科学会大会
● 健康分野
1. 菅澤威仁, 丹波泰子, 岩沢勇也, 澁谷巧, 早川欽哉, 大城聰 (2013. 5. 12) ラット足部に対するアイシングが皮膚色調の変化に
及ぼす影響

第62回日本理学療法学会, 東京. 

2. 大城聰, 森岡勝樹, 岩沢勇也, 菅澤威仁, 西山伸夫, 高山成伸, 簗瀬澄乃 (2013. 9. 12) 肉体疲労及び精神疲労の脳内及び尿中
バイオマーカーに関する研究
第86回日本生化学会大会, 横浜. 

3. 菅澤威仁, 向井直樹, 半田貴史, 熊木優子, 長倉慶太, 田村京子, 西山伸夫, 高埜康則, 大城聰 (2013. 11. 23) ヒト培養細胞
における異なる温度刺激が代謝活性に及ぼす影響‐温熱療法および寒冷療法の検討‐
第22回日本柔道整復接骨医学会学術大会, 東京. 

4. 菅澤威仁 (2013. 12. 12) 柔道整復学研究における生化学的解析

第3回柔道整復基礎医科学シンポジウム-柔道整復における基礎医科学的研究方法の
模索- 名古屋. 

５. T. Kawame, H. Sugimori, S. Takahashi, S. Tadakuma, T. Odajima, T. Tadano, T.
 Tanba 
Sport Injuries and Deaths in Japanese School Club Students.

8th Congress of EFSMA and 6ème Congrès Commun SFMES & SFTS, Strasbourg, 
France. (2013. 9. 25-28) 
